
 

令和６年度 北海道旭川養護学校 学校だより『陽光』第１号  
    

愛
情
い
っ
ぱ
い
な
教
育
（
共
育
・協
育
）
を 

展
開
し
ま
し
ょ
う
！ 

北
海
道
旭
川
養
護
学
校
長 

佐
々
木 

建 

 

札
幌
養
護
学
校
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま

し
た
佐
々
木
建
（
さ
さ
き 
た
て
る
）
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

私
は
、
旭
川
で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま
で
旭

川
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
四
十
年
ぶ
り
の
里
帰
り

生
活
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
あ
る
春
光
台
は
、
子
ど
も

の
頃
の
遊
び
場
と
し
て
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で
あ
り
、
虫
取

り
を
し
た
り
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
記
憶
が
よ

み
が
え
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
ま
だ
旭
川
新
道
も
高
速
道
路
も

な
く
、
春
光
台
の
様
子
も
今
と
は
全
く
違
う
も
の
で
し
た

が
、
春
光
台
か
ら
望
む
大
雪
山
の
山
並
み
は
四
十
年
前
と
少

し
も
変
わ
る
こ
と
な
く
そ
の
勇
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
生
ま
れ
故
郷
の
思
い
出
の
場
所
に
あ
る
旭
川
養

護
学
校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

  

ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
部
新
一
年
生
五
名
と
少
し
大
人
に
な
っ

た
中
学
部
新
一
年
生
一
名
、
そ
し
て
貫
禄
の
？
高
等
部
新

一
年
生
十
四
名
を
迎
え
て
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
当
初
の
全
校
幼
児
児
童
生
徒
数
は
百
五
名

（
幼
稚
部
三
名
含
む
）
と
な
り
、
そ
の
う
ち
在
校
教
育
生
が

五
十
五
名
、
訪
問
教
育
生
が
五
十
名
と
な
り
ま
し
た
。
教
職

員
数
に
つ
い
て
は
、
事
務
職
員
な
ど
の
行
政
職
員
も
含
め
る

と
約
百
十
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
小
学
校
や
中
学
校
に
比
べ
る

と
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
の
人
数
は
は
る
か
に
多
い
の
で

す
が
、
私
は
教
職
員
の
人
数
が
多
い
分
、
子
ど
も
達
が
受
け

る
教
職
員
か
ら
の
「
愛
情
の
数
」
と
「
愛
情
の
形
」
も
多
い
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。ま
た
、様
々
な
障
害
の
あ
る
本
校
の
子
ど

も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
の
愛
情
を
必
要
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
旭
川
養

護
学
校
の
先
生
方
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
愛
情
は
、
と
て

も
深
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旭
川
養
護
学
校
の
子
ど
も
た
ち

が
多
く
の
教
職
員
や
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
、
た
く
さ
ん

の
愛
情
を
受
け
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
楽
し
く
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
り
、
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
に
教
職
員

一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

近
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
」
等
の
影
響
に
よ

り
、
教
育
活
動
も
様
々
な
制
限
や
制
約
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

縮
小
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
教

育
を
受
け
る
期
間
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
発
達
、
そ
し

て
将
来
の
社
会
参
加
に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
三
年
間
の
教
訓
を
生
か
し
、
幼
児
児
童
生

徒
の
健
康
安
全
管
理
と
感
染
予
防
に
配
慮
し
つ
つ
、
オ
ー
プ

ン
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
教
育
活
動
の
展
開
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
学
校
生
活
を
有
意
義
で
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
学
校
と
保
護
者
・
関
係
機
関
・地
域

住
民
の
皆
様
が
愛
情
を
も
っ
て
共
に
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
「
共
育
」
や
、
連
携
・
協
力
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う

「
協
育
」
が
必
要
で
す
。保
護
者
及
び
関
係
機
関
・地
域
の
皆

様
に
は
、
本
校
の
「
共
育
」
「
協
育
」
へ
の
御
理
解
と
御
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
顔
の
絵
は
前
任
校
（
札
幌
養
護
学
校
白
桜
高
等
学
園
）
の

生
徒
が
描
い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。 

            
旭川養護学校 

学校だより 

発行者 

校長 佐々木 建 

4月 8日(月)。来賓の方々、保護者の皆さん、在校生、 

たくさんの出席者の祝福を受けながら、令和６年度入 

学式が行われました。久しぶりの全校一斉に実施する 

入学式。緊張気味の新入生でしたが、「新入生紹介」 

では、名前を呼ばれると手を上げたり、声を出したり、教 

師と目を合わせたり、それぞれの手段で返事をすることが 

できました。これから友達や教師と一緒に、勉強や行事な 

ど楽しい学校生活を送りましょう。 
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着

任

者

紹

介 

 
 

                            

                  

 
 
 
 
 
 

 
岡田  梢 
事務主任 

前:旭川西高校 

 
 
 
 
 
 

 
坂井 絵里香 
看護師 

前:網走養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
細貝 美香 

小学部 6-2 所属 
新採用 

 
 
 
 
 
 

 
細川 純子 

小学部 2-2 所属 
前:東川養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
松岡 達也 

小学部 3-2 所属 
前:東川養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
佐々木 建 
校 長 

前:札幌養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
大谷 周子 
専門主任主事 
前:東川養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
高橋 七重 

中学部 2-3 所属
再任用(ハーフ) 

 
 
 
 
 
 

 
安田 明美 

中学部 2-3 所属 
再任用(ハーフ) 

 
 
 
 
 
 

 
松本 直輝 

訪問教育 8 組担任 
新採用 

 
 
 
 
 
 

 
杉原 舞子 

中学部 3-2 担任 
前:紋別養護学校 

 
 
 
 
 
 

 
今野 宏基 

中学部 1･2-2 担任 
前：東川養護学校 

編

集

後

記 
 

春
は
何
か
を
始
め
た
く
な
る
季
節
。
私
は
、
四
十
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
筋
ト
レ
と
ギ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
た

と
い
っ
て
も
、
ど
ち
ら
も
自
宅
で
一
人
動
画
を
見
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
投
げ
出
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
娘
に
「
今
日
は
練
習
し
な
い
の
？
」
と

言
わ
れ
る
と
、
さ
ぼ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
な
ん
と
か
続

け
て
い
ま
す
。
今
年
五
十
歳
突
入
。
さ
て
、
何
を
始
め
よ

う
か
な
？ 

 
 
 
 
 

 
 

（
主
幹
教
諭 

新
村) 

 
 

 
 

四
月 

 
 
 
 

 
 

二
十
二
日(

月)

振
替
休
業
日 

 
 
 
 

 
 

二
十
三
日(

火)

歯
科
検
診 

 
 
 
 

 
 

二
十
四
日(

水)

歯
科
検
診 

 
 
 
 

五
月 

 
 
 
 
 
 

二
日(

木)

～
十
日(

金)

身
体
測
定 

 
 
 
 
 
 

十
三
日(

月)

眼
科
検
診 

 
 
 
 
 
 

十
四
日(

火)

全
校
朝
会 

 
 
 
 
 
 

十
六
日(

木)

心
電
図
検
査 

(

小
一･

中
一･

高
一) 

 
 
 
 
 
 

二
十
日(

月)

開
校
記
念
日 

 
 
 
 
 
 

二
十
一
日(

火)

運
動
会
特
別
日
課
開
始 

 
 
 
 
 
 

二
十
二
日(

水)

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

 
 
 
 
 
 

二
十
七
日(

月)

再
生
資
源
搬
出
作
業
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

尿
検
査(

～
三
十
一
日(

金)) 
 
 
 
 

 
 

二
十
九
日(

水)

運
動
会
総
練
習 

六
月 

 
 
 
 
 
 

一
日(

土)

運
動
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇
談
週
間(

～
七
日(

金)) 
 
 
 
 
 
 

六
日(

木)

【
中
学
部
】
遠
足 

 
 
 
 
 
 

十
二
日(

水)

耳
鼻
科
検
診 

 
 
 
 
 
 

十
三
日(

木)

内
科
検
診 

 
 
 
 
 
 

十
四
日(

金)

内
科
検
診 

 
 
 
 
 
 

十
七
日(

月)

避
難
訓
練(

火
災) 

 
 
 
 
 
 

十
九
日(

水)

【
施
設
訪
問
】
遠
足 

 
 
 
 
 
 

二
十
日(

木)

～
二
十
一
日(

金) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
小
学
部
六
年
生
】
見
学
旅
行 

 

次の時間帯は、メッセージによる電話対応となります。 

【平日】… 17:30～翌朝 7:45 

【土日･祝祭日・学校閉庁日など】… 終日 

【夏休み・冬休み】… 16:45～翌朝 8:15 

↓↓上記時間帯、緊急の連絡の場合はこちらまで↓↓ 

766653ayg@m1.hokkaido-c.ed.jp 

学校における勤務時間外の電話対応について  

安全対策のため、次の時間帯は玄関を施錠いたします。

御用があるときは、インターホンを押してください。 

＜北玄関＞9:30～児童生徒下校時刻まで  

＜高等部作業室前出入口＞：９：１５～生徒下校時刻まで 

※校内に入る際には、保護者証（ネームプレート）を首か

ら提げていただきますようお願い致します。 

学校の玄関の施錠と保護者証の携帯について 

 
 

行事や参観日等で、保護者の皆様が撮影したお子さまの

写真や動画について、個人情報保護の観点から、ＳＮＳ等

への投稿はお控えいただきますようお願いします。 

 

北海道教育委員会からの指示により、教職員個人の携帯

電話番号等を保護者･児童生徒等にお知らせすることは

原則禁止となっております。ご理解ください。 

写真・動画のＳＮＳへの投稿禁止について 教職員と保護者・児童生徒等との連絡手段について 


